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田 中 毎 実 (教授)
【著作物 :論文 ･翻訳 ･書評 ･記録等】
･凹中毎実 ｢大学教育における授業の構造と構造化｣『京都大学高等教育研究』第 4号､1998年 9月､2-14貢
･田中毎実 ｢書評 西中直著 『魂のライフサイクル-ユング･ウィルバー･シュタイナー』｣『教育哲学研究』第78
lEI､1998年11月､73-79貢
･田 中毎実 ･大山泰宏 ･石村雅雄 ･溝上慎一--｢共同研究/京都大学における公開実験授業の成果と課題｣『大学数
育学会誌』第20巻第 2号､1998年11月､177-186貢
･田中毎実 ･石村雅雄 ･大山泰宏 ･溝上慎一--『平成 9年度公開実験授業の記録』京都大学高等教育叢書 4､1999年
3月
･田中毎実 ｢教育学教育における学問共同体の構築と教育学の生成- 公開実験授業の試みから｣(日本教育学会
第57回大会シンポジウム2 ｢教育学｣教育の課題と地平- 教育と研究の関連を問う｣)『教育学研究』66巻 1号､
日本教育学会､1999年 3月､37-39貢






･田中毎実 茨城大学第 3回教養教育シンポジウム (1998年12月)
･田中毎実 ･石村雅雄 ｢『新入生向け少人数セミナー (ポケットゼミ)』の成果と課題｣(第5回SCS ｢大学教育





･田中毎実 ｢自分の授業を振り返る｣メディア教育開発センター平成10年度研修事業実施講座 (1999年 3月)
･田中毎実 関西大学教員組合FD講演会 (1999年4月)
･田中毎実 ｢授業実践 ･相互研修 ･授業研究- 京都大学公開実験授業をてがかりに- ｣(高等教育学会第 2回
大会､筑波大学)(1999年 5月)




石 村 雅 雄 (助教授)
【著作物 :論文 ･翻訳 ･書評 ･記録等】
･石村雅雄 ｢公開授業における相互研修の効果と問題点｣『京都大学高等教育研究』第4号､1998年10月､15-21貢
育学会誌』第20巻第 2号､1998年11月､177-186頁





･石村雅雄 ･井上義和 ･神藤貴昭他 『大学教育の改善に関する京大教官の意識』京都大学高等教育叢書 5､1999年
3月
･近田政博 ･石村雅雄 ｢ベ トナム｣馬越徹編 『アジア地域の中等教育の内容と評価法に関する調査研究研究成果報
告書』名古屋大学大学院教育学研究科､1999年3月､194-206貢
･石村雅雄 ･米揮彰純 ｢フランス｣阿部博之代表 『大学評価機関に関する研究 (中間まとめ)』大学評価機関に関
する研究会､1999年6月､37-39貢
【学会報告 ･講演等 口頭報告】
･田崎徳友 ･石村雅雄 (オーガナイザー)｢相互発信の時代- :21世紀を展望する日本とフランスの教育改革 -
次代を創る教育体系への挑戦- ｣(日仏教育国際シンポジウムTOKYO 1998､日仏会館)(1998年9月)
･馬場将光 ･清水一彦 ･石村雅雄 (企画)｢課題別セッション:高等教育評価システム｣(日本教育制度学会第6Fp]
大会､帝京大学)(1998年12月)
･田中毎実 ･石村雅雄 ｢『新入生向け少人数セミナー (ポケットゼミ)』の成果と課題｣(第 5回SCS ｢大学教育
(共通教育)に関する研究会｣､東北大学 (議長局)､北海道大学､神戸大学､九州大学､京都大学 - SCSを
利用- )(1998年12月)
･石村雅雄 ｢大学教授法研究のあり方について - 京都大学高等教育教授 システム開発センターの研究活動か
ら- ｣(名古屋大学高等教育研究センター第 1回国内研究者交流セミナー､名古屋大学)(1999年 1月)
･石村雅雄 ｢課題研究 大学評価.のポリティックス- 世界と日本- ｣におけるフランスの報告 (高等教育学会
第 2回大会､筑波大学)(1999年5月)
･石村雅雄 ｢大学における授業検討会の成果と課題一 京都大学公開実験授業を手がかりに- ｣(大学教育学会
第21回大会､倉敷芸術科学大学)(1999年6月)







大 山 泰 宏 (助教授)
【著作物 :論文 ･翻訳 ･書評 ･記録等】
･大山泰宏 ｢授業のフレームと日常の知- ｢なんでも帳｣を主とした相互行為分析を通 して-｣『京都大学高等
教育研究』第4号､1998年10月､65-81貢
･大山泰宏 ｢性格について｣氏原寛 ･杉原保史 (編)『臨床心理学入門- 理解と関わりを深める』培風館,1998年
10月､55-70百
･ジェームズ･ウィルキンソン (大山泰宏 訳)｢米国における大学改革 :--バードの場合｣『京都大学高等教育
研究』第 4号､1998年10月､152-159貢｡原著 :JamesWilkinson,"TheUniversityReform intheUnited
States:ACaseofHarvard',18thMonthlyOpenSeminar,ResearchCenterforHigherEducation,Kyoto
University.(October31,1997)
･田中毎実 ･大山泰宏 ･石村雅雄 ･溝上慎一 ｢共同研究/京都大学における公開実験授業の成果と課題｣『大学教
育学会誌』第20巻第 2号､1998年11月､177-186百




･田中毎実 ･石村雅雄 ･大LLl泰宏 ･溝上慎一 『平成9年度公開実験授業の記録』京都大学高等教育叢書 4､1999年
3月





･高月玲子 ･大山泰宏 ･稲塚葉子 ･松浦ひろみ ･久野晶子 ･後藤智子 ｢臨床的観察機能の研究- 乳幼児母子対の
行動観察を通して(1) 映像観察課題の設定と観察過程分析の試み｣､(日本心理臨床学会第17回大会､名古屋大学)､
(1998年 9月)
･大山泰宏 ･高月玲子 ･稲塚葉子 ･松浦ひろみ ･久野晶子 ･後藤智子 ｢臨床的観察機能の研究- 乳幼児母子対の
行動観察を通して(2)観察指標を用いた観察結果の分析｣､(日本心理臨床学会第17回大会､名古屋大学)､(1998
年 9月)
･大山泰宏 ｢SPS (学生助育)と大学の理念｣京都大学厚生補導担当教官研究会 講演､(京都大学)､(1998年
11月)
･大山泰宏 ｢他者とともに生きる｣奈良大学学生相談室第6回シンポジウム､(1998年12月)


















溝 上 慎 一 (助手)
【著作物 :論文 ･翻訳 ･書評 ･記録等】
･溝上慎一 ･尾崎仁美 ･平川淳子 ｢学生の満足する授業過程分析に向けて (序報)｣『京都大学高等教育研究』第4
号､1998年10月､22-64貢





･田中毎実 ･石村雅雄 ･大山泰宏 ･溝上慎一 『平成9年度公開実験授業の記録』京都大学高等教育叢書4､1999年
3月
･溝上慎一 ｢自立の土台となる ｢自分づくり｣ 『教育研究』筑波大学附属小学校 ･初等教育研究会､54､6､1999
年6月､18-21貢
【学会報告 ･講演等 口頭報告】
･尾崎仁美 ･溝上慎一 ｢自己評価の規定要因における表現形態の検討 (Ⅰ)～ApproachとAvoidance｣(日本心
理学会第62回大会､東京学芸大学)､(1998年10月)
･溝上慎一 ･尾崎仁美 ｢自己評価の規定要因における表現形態の検討 (Ⅱ)～ApproachとAvoidance｣(日本心
理学会第62回大会､東京学芸大学)､(1998年10月)
･溝上慎一 企画シンポジウム 『心理学研究の方法論について～実証とは何か』企画及び報告 (日本心理学会第62
回大会､東京学芸大学)､(1998年10月)




･水間玲子 ･溝上慎一 ｢授業過程の評価指標としての学生の ｢顔上げ｣行動～京都大学公開実験授業を手がかりに｣
(日本高等教育学会第2回大会､筑波大学)､(1999年5月)
【社会における活動等】
･光華女子大学非常勤講師 (1998年 4月～1999年 3月)
･神戸大学国際文化学部 ･特別授業講師 (1998年12月)
神 藤 貴 昭 (助手)
【著作物 :論文 ･翻訳 ･書評 ･記録等】
･西村亜希子 ･西田裕紀子 ･哲藤誠一 ･神藤貴昭 ･奥田剛 ･佐藤真子 ･吉田圭吾 ･清水民子 ･柳原利佳子 ･山本智
一 ･森田英夫 ･寺村忠司 ･坂口喜啓 ･田中孝尚 ｢阪神 ･淡路大震災の心理的影響に関する研究Ⅵ- 第6回調査
報告- ｣『神戸大学発達科学部研究紀要』第6巻､第2号､1999年 3月､15-23頁
･石村雅雄 ･井上義和 ･神藤貴昭他 『大学教育の改善に関する京大教官の意識』京都大学高等教育叢書5､1999年
3月
【学会報告 ･講演等 口頭報告】
･神藤貴昭 ･酉藤誠一 ･清水民子 ･佐藤貞子 ･吉田圭吾 ･柳原利佳子 ･住友育世 ･西田裕紀子 ･奥田剛 ･西村亜希
子 ｢阪神淡路大震災の心理的影響に関する研究(16)｣(日本発達心理学会第13回大会､大阪学院大学)､(1999年 3
月)
･西村亜希子 ･斉藤誠一 ･清水民子 ･佐藤真子 ･吉田重吉 ･柳原利佳子 ･神藤貴昭 ･住友育世 ･西田裕紀子 ･奥田
剛 ｢阪神淡路大震災の心理的影響に関する研究(17)｣(日本発達心理学会第13回大会､大阪学院大学)､(1999年 3
月)
･奥田剛 ･酉藤誠一 ･清水民子 ･佐藤真子 ･吉田圭吾 ･柳原利佳子 ･神藤貴昭 ･住友育世 ･西田裕紀子 ･西村亜希
子 ｢阪神淡路大震災の心理的影響に関する研究(18)｣(日本発達心理学会第13回大会､大阪学院大学)､(1999年 3
月)









･神 藤貴昭 ･伊藤崇達 ｢中学生における動機づけ方略の使用(2)- 尺度作成および学業ストレス対処方略との関連
の検討- ｣(日本教育心理学会第41回大会､甲南女子大学)､(1999年8月)
【社会における活動等】
･兵庫県立厚生専門学院非常勤講師
- 185-
